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會津八一講演「独学者の為めに」.
―落穂ひろいの資料紹介Ⅱ―
丹　尾　安　典
本館所蔵墨書に秋艸道人高弟・故加藤諄名誉教授揮毫の「実学論」がある。早稲田大学會津八一記念博物館の開
館を祝して大書した作である。
「実学論」は會津八一の大隈講堂開設時の講演タイトルに由来する。
この講演の中で會津八一は「図書館は文献の貯蓄所であり研究所である。その研究の成果を発表するためにこの
講堂がある。すでに図書館あり、講堂あり、更にこれに匹敵して劣らざる博物館を持つことによつて、学園の設備
は始めて完成せられむ」と述べており、この提言がようやく実現されたという意をこめて「実学論」の揮毫がなさ
れた。
講演「実学論」は『會津八一全集』第十一巻（昭和五十七年十月、中央公論社）におさめられている。当巻の
「編集後記」は宮川寅雄の執筆であるが、そこに典拠についての記述がこうある。
「実学論」。早稲田大学講義録読者のための雑誌「新天地」に発表されたもので、大隈講堂開設時の講演速記で
ある。
大隈講堂が出来たのは昭和二年秋だから、その頃の講演ということになるのであろうが、雑誌『新天地』の何巻
何号、何年何月号、に掲載されているのかについての言及はない。『新天地』は、早稲田中学の校外生（つまり通
信教育の学生）のための刊行物である。しかし原誌で「実学論」の講演を確認したことのある者は皆無にちかいの
ではなかろうか。
図書館に足を運んでこの雑誌をめくってみればいいだけの話だ、と誰しもが思うところであろう。ところが、当
誌は早稲田大学図書館等でも、ところどころの部分架蔵が確認されるにすぎない稀覯誌といってよい。前にこの雑
誌の筆者私蔵分や、早稲田中学・高等学校のみが有して早稲田大学がとんと関心をはらわない『興風』をめくって
知り得た『會津八一全集』未収録の句作や講演を、「早稲田中学時代の會津八一・小泉清・安藤更生.―落穂ひろい
の資料紹介―」（『早稲田大学會津八一記念博物館研究紀要』第十三号、2012年３月）と題して掲載したことがあっ
た。
昨年であったか、またあらたに一件の未収録講演をみつけた。早稲田中学講義シリーズのなかの二つの講義（早
稲田大学教授京口元吉講述「西洋史講義」、早稲田大学教授清水泰次講述「東洋史講義」）といくつかの文章をま
とめ、これにクロス表紙（エンボスで「早稲田大学講義錄」と印字）と背表紙（金文字で「早稲田中学講義」とあ
る）をつけ、紐で綴じた私製本のなかに、「独学者の為めに」と題する會津八一の講演が録されていた（図1）。
そこには「講演される會津八一先生」の写真も添えられている（図2）。
奥付がないので、いつなされた講演なのかわかりにくいが、1937（昭和12）年に熱海の双柿舎に建てられた「逍
遙先生筆塚」への言及があり、この講演と同じ印刷の台に掲載されている田中穂積総長の「訓話」のなかに「独逸
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の総統アドルフ・ヒトラーが今から十四年
前に書いた ｢わが闘争｣ と題する書物の中
に」云々とも記されており、ヒトラーが獄中
でこの本を書きはじめたのが1923年であるか
ら、その14年後は1937（昭和12）年、また
「十四年前に書いた」を刊行年とみるならこ
れは1925年にあたり、その14年後は1939（昭
和14）年となり、それでも矛盾は生じないか
ら、1937年から1939年の年代巾のなかにとり
あえずこの講演を位置づけておくことにす
る。講演録末尾には「★田中先生、會津先生
の御講演は過ぐる日関東校外生大会の席上で
なされたものである」と記されている。
内容としては、ロシア文学者片上伸（天
弦）・フランス文学者吉江喬松（孤雁）の二
人への言及が興味深く、會津八一が『吉江喬
松全集』の題字を書いた理由もおのずと諒解
図２
図１
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されることと思われる。
再掲するにあたり、漢字は現行のものに改め、仮名遣いは原文のママとし、ルビは最小限におさえた。
—————————————————————————————————————————————————
独学者の為めに
早稲田大学教授　文学博士　會津八一
私
わたくし
は明治三十五年に早稲田大学へ入る為めに上京した。然し私の家は非常に貧乏だつた。叔父は父と同居をし
てゐる有様であつた。その叔父が、「お前は東京へ行つても毎月学費を送るわけにはいかない、家
うち
は実に困つてゐ
るのだから勉強するなら独学でやれ。私は小学校を出て後三年許
ばか
り簡単な学校へ通つたが同級に吉田東伍と云ふ
男がゐた。それが今東京で相当な学者になつてゐる、小学校を出て二三年簡単な学校へ通つて偉い学者になれるな
ら、お前も一つ独りでやつて見たらいゝだらう。」と云ふのである。当時私は実に虚弱な体
からだ
であつた為め、働らき
乍
ながら
ら勉強すると云ふ事は迚
とて
もお前には出来まいと母が心配して、若い時から持つてゐた着物や髪飾や色々のものを
皆売つて一時これで勉強する様にと私を東京へ送つて呉れたのである。それ故早稲田へ入学したとは云ひ乍ら私は
殆んどその当時の在学生の最も貧乏なものであつた。新聞をも私は数年間読めなかつた。況や友達が遊びに来ても
お菓子を出すと云ふ様なことは出来なかつた。
同級生に色々偉い人はゐたが、中に目立つて学問の出来る者がゐる。段々その人と交際して見ると、或る時その
人が云つた。君は金持でない様に拝見するが然し私はもつと貧乏だ。私は今月は親の方へ五円送つた 何とも云へ
ぬよい気持だつたと云ふ。それを聞いて私は実に心に恥じた。見てゐれば学問も出来識見もある。そしてそれ程金
に苦しい中に人品も卑しからず堂々としてゐる。私は尊敬して交際してゐた、これが後に母校の文学部長となつた
片上伸と云ふ人である。この人はロシヤ文学の権威者であつたが、その当時吾々は学校でロシヤ文学等
など
は学ばな
い。従つて独学でやつた。そしてしかも日本に於ける権威者となつたのだ。現在の文学部長吉江博士も学校で別に
フランス語を習つた訳ではなく只
ひたすら
管自分で独学され、これもその道に於ける権威者となつた、そして先年仏国政府
から文化勲章を贈られた。而して吉江君も亦吾々時代の矢張り金持ならざる処の学生の一人であつたのである。そ
して私にしろ片上君にしろ吉江君にしろ当時師と仰ぎ指導を受けてゐた人があの有名な坪内逍遙先生であつた。そ
の先生は学生時代にどう云ふ御境遇であつたか、矢張り豊かな家庭の子弟ではなかつた。そして先生も学校で受け
た教育によつて文壇の第一人者となられたのではない。何でも自分でやらなくてはならぬと云ふ御決心で若い時か
ら七十六歳迄御勉強になりその結果あの様な地位を得られたのであつた。先生はある時「世間では私の事を文豪だ
の天才等と云ふが私はさう思つた事はない。唯怠けずに根気よく努めて来たゞけである」と云はれた。
最後に私自身の事を申上げるなら、私は学校で英文学と云ふものを習つた。然し私の今やつてゐるのはお寺の研
究である。英文学の中からお寺は出て来ない。私は明治四十一年に初めて奈良へ行き、見物して歩いてゐる中に、
今迄書物の中にあつた事や学者の考へてゐた事が果して本当であらうかとふと疑を抱いた。如何なる参考書を見て
も、如何なる学者に尋ねても明快に答へて呉れるが、然し私はその根本から疑つたのである。そして私は人の口真
似をせず、唯一人明治四十一年から今日に至る迄絶えず彼
あ ち ら
地へ出掛けて行つて誰の研究も信じないで自分の納得の
行く迄二十幾年間考へ、そして人は何と云ふか知らぬが私自身がかうであらうと云ふ結論に漸く達したに過ぎない
のである。又私は先
せんだって
達坪内博士が文豪として絶えずお用
もち
ひになつた処の筆をプレツスの銅
どうばこ
函に入れ先生のお住ひに
なつたお屋敷の柿の下に深く埋
うづ
めその上に石碑を立てゝ筆塚と名づけ「逍遙先生筆塚」と認
したゝ
めるに当つては甚だ僭
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越にも私が選ばれて認
したゝ
めたのである。
私は小さい時、習字はどうであつたかと云ふと習字の時間私の前に先生が廻つて来ると「どうしてさう下
へ
手
た
なの
か」と云つて泣かれた事度々であつた。学年が変り先生が変つても私の下手な事だけは間違ひがなかつた。私は考
へた。人間に取つて大切な利器は文字だから普通の人達の間に互して人に迷惑をかけない、自分の意志が向ふに分
るだけの字を書きたい、奮起一番私はその日から古新聞を開けて毎日習字の練習を始めたのである。私は暇があれ
ば必ず書いた。それだけの事であるが三十年も経つと洵
まこと
に鈍い私の才能も、三十年の歳月と云ふものゝ為めに自ら
行くべき処に行つたものと見え、早稲田関係者数万人が居られるにも拘らず、坪内先生の記念すべきものに私が字
を書かさるゝと云ふ結果に立ち到つたのである。実にお粗末な体験談ではありますが、これによつて見ても、努力
さへすれば必ず目的に達し得ると云ふ事は明らかな事である。諸君も亦此の心掛で御奮闘あらん事を望むものであ
る。弛
ゆる
まざる処の熱誠なる御勉強により、他日此の社会のいづれかの方面で何等かの輝しい諸君にお目に掛る日の
遠からざることを、私は期待してお別れと致します。（完）
